
熊本市イメージキャラクター「ひごまる」。
熊本地震を受けて、新たなデザイン「ひごまる
復興バージョン」が誕生！手を前に大きく突
き出したポーズは前向きさと明日（未来）へ
向かう姿を表しています。ひごまるとともに

「がんばろう！くまもと」

区
中央区
東　区
西　区
南　区
北　区

相談日
12月11日（水）
12月24日（火）
12月25日（水）
12月18日（水）
12月13日（金）

場所
市役所　 13階　伴走型住まい確保支援室
東区役所　2階
西区役所　1階　103会議室
南区役所　2階　B会議室
北区役所　3階　大会議室

各区で「住まいの相談窓口」を開設します！
　仮設住宅などにお住まいの方が、1日も早く住まいの再建ができるよう、「伴走型」による住まいの支援を行っています。
下記の日程で「住まいの相談窓口」を開設しますので、ぜひ相談ください。
■主な相談内容
　・賃貸住宅を探したい　・中古住宅を購入したい　・土地の売却や利活用の相談　など
■相談日および場所　※お住まいの区以外でも相談できます。

■相談時間　午前9時～午後4時
　※事前予約が必要です。下記まで問い合わせください。
　※左記の相談日以外については、市役所13階「伴走型住まい確保

支援室」で相談できます。
■問い合わせ先
　伴走型住まい確保支援室　☎096-328-2983
　相談時間　月～金曜日（祝日除く）午前9時～午後5時

ばんそうがた

　実はアートアクアリウムを熊本で開催する
構想は2016年にも持ち上がっていました。
しかしそれを阻んだのが、熊本地震でした。
　「桜が満開に咲き誇る熊本城での開催を
決めて大西市長と握手をした後、すぐに震
災が起こり実現することができませんでし
た。当時、私は博多でアートアクアリウム展
を開催していまして、福岡も震度５の揺れ
を観測しました。展示物に被害がなくホッ
としたのもつかの間、瓦が落ちた熊本城天
守閣の姿を見て愕然としたことを今も覚え
ております。まだまだ震災の傷はいえてお
りませんが、訪れた方が少しでも明るい気
持ちになるお手伝いをさせていただきた
く、『熊本城ホール』のこけら落としの大役
を務めさせていただきます」と思いを語る
木村さん。
　舞台となる熊本城ホールは、平成28年
10月14日に策定された「熊本市震災復興
計画」において復興重点プロジェクトの一

つに位置づけられた建物。そのこけら落と
しにふさわしく展覧会のテーマは「復興」で
す。しかも「これを機に、国内外から多くの
方に足を運んで欲しい」との思いから、屋
内展示では過去最大の展示面積に仕上
がっています。

アートアクアリウムに
込められたメッセージ
　木村さんが創作するアートアクアリウム
は、一言で説明すると“アート”“デザイン”

“エンターテイメント”と「アクアリウム」を
融合させたものです。
　「私は常に、『アートとして昇華したアク
アリウムが織りなす水中世界を体験しても
らい、その中に込められたメッセージを感
じてもらいたい』。そのような気持ちでプ
ロデュースしています。華麗で優雅であり
ながら、どこか儚い金魚の舞いを通じて、

『美しいものを守りたい』という小さな気
づきを感じてもらえたらと願っています」。

フッコウビトフッコウビト
熊本地震からの復興に携わる人
＝フッコウビトを紹介！

　今回、江戸時代の豪商がガラスの水槽
を天井に作り、金魚を見上げて鑑賞したと
いう伝説を現代に蘇らせた九州初公開作
品もありますので必見です。

イベント情報
■会　期／開催中～来年1月13日（月・祝）

※12月31日は休み
■開催時間／
　※最終入場は終了時間の各30分前
　月～木曜　午前11時～午後8時
　金　　曜　午前11時～午後10時
　土　　曜　午前10時～午後10時
　日曜・祝日　午前10時～午後8時
■場　所／熊本城ホール 展示ホール
■入場料／一般（高校生以上）1,200円、

子ども（中学生以下）800円、３歳以下は
無料　※小学生以下は保護者要同伴

■問い合わせ／KABイベント事務局
　☎096-359-9051（平日午前10時～

午後5時）

Profile（プロフィール）

1972年東京都生ま
れ。19歳で熱帯魚
店の事業部長として
活躍後、独立。2003
年より米国ハーバー
ブランチ海洋学研
究所のアクアリウム
マテリアルブランド「ORA」を日本に展開させ、観賞
魚業界と海洋保全を結ぶパイオニアとなる。さらに

「アート」「デザイン」「インテリア」を融合し、「アートア
クアリウム」という唯一無二の分野を確立。 

　『熊本城ホール』で、木村英智さんがプロデュースする幻想的な水中アート展覧会
『アートアクアリウム』を開催中です。和をモチーフにデザインされた水槽と、LEDライ
ティングやプロジェクションマッピングなど最新技術が融合した世界観は多くの人を魅了
し、国内外で開催され今年で13年目を迎えます。熊本での開催にかける木村さんの思い
を通して、見どころを紹介します。

アートアクアリウム
アーティスト
木村 英智さん

き     むら       ひで    とも

熊本地震を乗り越え、実現！
テーマは「復興」

金魚の興
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